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(後)第 5回 純資産(資本)の部の変化 
 

” ‗℮₉₰₦⌠╒₯∩╒

(5) 2  213  
23 11 14  

 
⌐₯≈∞„᾿ • ” ₀ ‚  ―΅‍‎΅―  ‍῀( ϲϳ H23 4 ) 

(₳∙⅓╒⌂ 8 H22.4 )( 5 H22.10 ) 
 
 
 
 経営資本とは何か？  

 
 
 
１．経営資源の重点の変遷 
 

何を重視して経済活動が行われているか。その結果、会計も変化する。
 

(1)実物経済（モノ作りの経済）…貸方経営資本 

Ὸ⁮拠出された資本„᾿ ” ‭  ⁵― ₀  

⁴‗΅ῲ ‗Ό  ⁵―΅‍῀実物中心の経済‖Ῥ⁴῀ „貸方資

本の維持₀  ’῾⁵‟’⁮’΅῀

(2)マネー経済（金融財の経済）…経営資本の流動性化 

” Ό Ὸ⁮ ‭  ⁴῀

” ” ‴‒‍ ‖„ Ή̓∑≤Ω₉≥Ω₉ῌ ”

‗Ή↔₉╒₯→≥Ω₉ῌ ₀ ‗ ⁴借方金融資産Ό

 ⁵⁴῀​⁵„リクイデーション（清算）重視” ‖Ῥ⁴῀

(3)知的情報経済（ベンチャービジネスの経済）…経営資本のベンチャー化 

知識に対する資金の提供‗΅ῲ ‖Ῥ⁴῀知的ビジネスモデル‚⁭⁴₈

ₐ℮₉₈₀ ‚ ⁯ ῴ⁴⁭ῲ’ₐ∞╒₯‖᾿ ᾿⅝ₒ⅞ₒ”

Ό ‗’⁴῀

(4)会計の複眼思考と借方経営資源の変化 

⌐₯≈∞„ ‚∏╒√∆╒₯‚ up ―Ῥ⁯‴   

http://yamauchi-cpa.net/index.html   

( ) 

株主持分(純資産) 
資金源(経営資源を支えるもの) 

З З
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(5)経営資源とそれを支える経営資本  

資産 

И

И

負債 
З∕ₐ⅓₰

純資産 
З

（経営資本＝資金） 

２．会社法における資本の部から純資産の部への改正  

(1) „ ₀᾿払込資本金‗獲得利益の留保‗ ―Ὼ‍῀ 
 

‴‍᾿ ” ᾿ ” ᾿ ” ‗΅ῲ ‖„Ῥ‒‍Ό᾿ ‚

” ” „ ” ₀ ⁮⁵‍‾”‖„’Ὸ‒‍῀ 
​” „᾿ ‗ ” Ό ‚  —⁮ῼ’‒―Ὼ―΅⁴‗΅

ῲ ΌῬ⁴῀ ῴ‟᾿ 
 
” ר ‼”’΅ „᾿ ‗ ῴ⁴”Ὸ῀ ‗ ―  

‗  ―‘”⁭ῲ’ ΌῬ⁴”Ὸ῀ 
„ ש ‗‘ Ό ῲ”Ὸ῀ 
⁞ ת ” „᾿ ‭” ‗΅ῲ ‖ 

⁴‗ ” „᾿ ‗‘”⁭ῲ’ ΌῬ⁴”Ὸ῀ 
” װ „ ’”Ὸ᾿ ’”Ὸ῀ 
„ ױ  ⁵⁵‟ ‗’⁴Ό᾿  ⁵’΅ „ 

‗’⁯᾿ ( )‗‾ ( )‗‾ ῴ’΅῀ 
 

” ” „᾿ ” ‚–΅―᾿ ” ₀株主資本

‗΅ῲ ‖  ––᾿ ᾿ ⇔№₯ ᾿

’‘₀株主資本以外の項目‗ ―  ᾿ ₀ ⁸ ― ‗ ‍῀ 
᾿‏ ” 「株主への帰属＝資本の部」Ὸ⁮᾿ ‗ ”

「資産－負債＝純資産の部」‭” ‖Ῥ⁴῀ 

(2)債権者保護から自己責任へ 

” ' ”Ῥ⁴‾”(Ὸ⁮ ” ' ” (
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「資本の部」と「純資産の部」の対比 

 

 
資本の部 純資産の部 

Ⅰ 株主資本 

ϲ

ϳ

ϴ

'0(

​” '1(​”

'0( • ÖÖÖ

'1(

ϵ

'0(

'1(​”

϶

Ϸ

ϸ

Ϲ

株主資本合計 

Ⅱ 評価・換算差額等 

​”

新 設 ２ 繰延ヘッジ損益 

║

新 設 Ⅲ 新株予約権 

” ϵ

資本合計 純資産合計 
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３．純資産の部の区分 

 ⁵‴‖ ” „᾿ ” ‚  ⁴‾”₀  ⁴‾

”‗ ⁵― ‍Ό᾿ ” ‗  ⁵᾿ ” ‗ ”

‚  ⁵’΅‾”Ό ” ‭  ⁵⁴ ‗‚’‒‍῀

(1)会計基準 

” ” ” ‚  ⁴ H17.12 ASBJ

(2)株主資本 

‖„᾿  ” ‚⁭‒― ᾿ ᾿ ‚

 ⁴ ‗‚’‒‍Ό᾿ „᾿ ‚⁭‒― ‗

‚  ⁴ ῴ ₀  ―΅⁴῀

(3)評価・換算差額等 

​” ᾿ ⇔№₯ ᾿ ᾿

' (’‘῀

‎ ‚  ’΅ ‖Ῥ⁯᾿ ‚ ‗ ―  ‍

‚᾿ ₀  ― ‗’⁴‾”‖Ῥ⁯᾿ ‗

„ ‚  ⁵⁴῀

(4)新株予約権 

’΅  ” ₀ ῾⁴ ‗”‖Ὼ⁴ ₀΅ῲ῀

” „ ‖Ῥ⁯᾿₪╒⌂║₡↨₮≡└‗ ―” ₀  ―΅

⁴῀

„᾿ Ό  ⁴‴‖„​” Ό  ’΅‍‼᾿

” ” ‗ ⁵― ‍῀ Ὸ ᾿ ₀ ῲ ‖’΅‍

‼ ” ‭” ‗’‒‍῀

(5)改正前の商法 

̈́ ”

” ̈́ ‭” ”

̈́ 資本維持の原則 

(6)改正後の会社法 

̈́ ” ’⁴

” ̈́ ”

̈́ 開示の充実 
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債権者保護から自己責任へ 
  

   

6 ” Ῥ΅ –  
 
 

 
23 7 13  

 
 

6 ‚„ Ό 2 ( ) ―᾿ ’ ‚’⁯‴ ‍ 3͂0ή„ ῴ―΅‴ Ό᾿

„ Ό  ῼ᾿ ” 38ή‚„•‒ῼ⁯ ―΅‴ ῀ 
 

” 11 18 21  ₀ ‴

 ―΅‍‎΅―᾿会社法会計の考え方の変化₀​ῲ΅ῲ ‗’”Ὸ‗  ⁴ ‗Ό

‖Ὼ‍῀ 
᾿ ” Ὸ⁮᾿ ₀ Ὸ⁮  ⁵‍ ‗ ―᾿​⁵₀

 ⁴ ‗”‾Ὼ‮ （資本維持の原則）„ ‚  ‍῀ Ὸ  ‚’

‒― „᾿ ” –” ‚ Ώ’΅‾”‗ ― ῴ⁴ ‭‗

 ‍῀ ‾ ₀ ‚ ₀ ῴ―᾿ ‚資産と負債との差額‗ ⁴

 ‗‚’‒‍῀ 
 

Ή „᾿ ” ‗΅ῲῺ⁸‼― ⁮⁵‍ ”‹ ₀ ” ”

‍‼” ‚ ‒―΅⁴‚ Ώ ᾿ ‗” ‖„ „ ” ‾ ‍ 

―΅’΅῀ ’⁴ ” ‚ Ώ ᾿ ” ‗” ‖„᾿‴

‒‍ῼ ”’΅‾”‗΅ῲ ₀ ―΅⁴ῌ ║  ”

 2006 ‗΅ῲ῀ 
‒―᾿ ‖„ ₀  ―΅⁴‾””᾿ ” ‚  ⁴

” Ό’΅‍‼᾿ ‗ ― ” ₀ ’‾”‗ ⁭ῲ‗ ⁵‟᾿

「開示の充実による自己防衛」‚   ⁴₀ ’΅‗΅ῲ ‗‚’⁴῀ 
 

‚ῷ΅―„ 「̓市場原理」”ῲῴ‚ ‒‍「自己責任原則」Ό ‚

   ⁵―΅⁴῀ ‗ ― Ό「自己の自由意思」₀‾‒― 「̓自らの判

断で経済活動を営む」”‖Ῥ⁴Ό᾿​ ‖„᾿ Ό ‚ ‚  ᾿

₀  ⁴ ‗₀ ’΅ ᾿ ” ‚–΅―„「自己責任」₀

‾‒―  ’῾⁵‟’⁮’΅ ‗Ό  ⁵―΅⁴῀ 
 ”⁭ῲ’ Ό ‚Ῥ‒―᾿ ‖„「債権者保護」‚  ⁴ ‖

”「開示の充実」‗’‒‍‗΅ῲ ‖Ῥ⁴῀ 
 
 Ὸ  ⁮᾿ ‚ ᾿ ” ”‍‼”開示の充実Ό’ ⁵―΅

⁴Ὸ Ὸ‗΅ῲ „ ₀ Ὼ᾿   ‾ ‗„ ῴ’΅”Ό ‖Ῥ⁴῀

” ᾿ ᾿ ” ’‘” ” ‖„’ῼ᾿ ”

” ” ”‍‼‚‾᾿開示の充実„ ‼― ‖Ῥ⁴Ό᾿​” ‚–

΅―„ ‾᾿ ‾ ‖Ῥ⁴‗„ ῴ’΅”‖„’΅Ὸ῀ 
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４．払込資本 

(1)会社法の改正 

(2)資本金額の決め方 

07 ” ” ‚⁭⁯ 「̓払込価額主義」‗’‒‍῀ ”‍‼

„᾿資本金の額 発行株式の発行価額×発行株式の数‖Ῥ‒‍‾”Ό᾿

資本金の額 株主から会社へ払込まれた金額‗’⁯᾿ ‗ ”

‗” „完全に切断 ⁵‍῀

(3)増資の会計処理 

(4)減資の会計処理 

(5)資本準備金の増減 

(6)債権者保護と開示の充実 

„ ‚‗‒―単なる名目‚ Ώ ᾿​” „ ‍  ᾿

’⁴貸借対照表上の計数‚ Ώ’΅῀

„᾿自己防衛”‍‼‚„「開示の充実ῌ‚ ⁮ ⁴₀ ’΅῀

市場原理の経済‚ῷ΅―᾿ ”自由意思が尊重 ⁵⁴ ᾿ „

自己責任₀‾‒―  ’῾⁵‟’⁮’΅῀

„債権者保護‚ ῴ―᾿開示の充実₀  ―΅⁴῀

５．留保利益 

(1)剰余金の配当 

(2)利益準備金と積立金 
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貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準 
 

(1)設 定(平成 17 年 12 月 9 日 ASBJ) 
 

 ”―‮ ” ‚ῷ῾⁴ ” ” ₀ ‼⁴῀

 

(2)純資産の部の表示 
 

‗ ” ‚  ⁴῀

(3)株主資本 
 

᾿ • ‚  ⁴῀

(4)株主資本以外の項目 
 

║ ר •

║ ש ‚„​” ᾿ ⇔№₯ ”

” ‗ ―΅’΅ ” ⁞ Ό

‴⁵⁴῀

(5)資本剰余金 
 

(6)利益剰余金 
 

(7)繰延税金資産又は繰延税金負債 
 

(8)潜在株式 
 

​” Ό普通株式を取得することができる権利  ῼ„普通株式への

転換請求権 „ ⁵⁮‚準じる権利Ό  ⁵‍証券又は契約₀΅΅᾿

ῴ‟᾿ワラント⁞転換証券Ό ‴⁵⁴῀

(9)ワラント 
 

​” Ό普通株式を取得することのできる権利 „ ⁵‚  ⁴

₀΅΅᾿ ῴ‟᾿新株予約権Ό ‴⁵⁴῀
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(10)転換証券 
 

普通株式への転換請求権  ῼ„ ⁵‚準ずる権利Ό  ⁵‍金融負債

' Ή転換負債ῌ‗΅ῲ῀( „ ” ' Ή転換株式ῌ‗

΅ῲ῀(₀΅ῲ῀

(11)潜在株式が希薄化効果を有する場合 
 

潜在株式に係る権利の行使を仮定する ‗‚⁭⁯  ‍ ‍⁯

Ό᾿ ” ‍⁯ ₀下回る ₀΅ῲ῀

(12)無調整方法 
 

” Ό ₀ ⁴ ─̓≤└⅍Ό  ⁵‍‗  ⁴Ό᾿

行使による入金額の使途は考慮しない ₀΅ῲ῀

(13)自己株式方式 
 

Ό ₀ ⁴ ᾿─≤└⅍Ό  ⁵‍‗  ᾿

‴‍᾿ ‚⁭⁴ „᾿ ῴ‟᾿自己株式の買受に用いたと仮定する

₀΅ῲ῀

(14)利益調整方式 
 

Ό ₀ ⁴ ᾿─≤└⅍Ό  ⁵‍‗  ᾿

‴‍᾿ ‚⁭⁴ „᾿ ῴ‟᾿国債への投資又は負債の返済に用い

たと仮定する ₀΅ῲ῀

(15)期末転換仮定方式 
 

” Ό ₀ ⁴ ᾿転換証券が普通株式に転換されたと

仮定する ₀΅ῲ῀

(16)転換仮定方式 
 

‍⁯ Ό ‚  ⁴ ‍⁯”

₀ ⁴ ᾿転換証券が期首に普通株式に転換されたと仮

定する ₀΅ῲ῀

(17)修正転換仮定方式 
 

‍⁯ Ό ‚  ⁴ ‍⁯”

₀ ⁯᾿Ὸ–᾿期末の株価が行使価格を上回る ᾿転換

証券が期首に普通株式に転換されたと仮定する ₀΅ῲ῀
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６．株主資本等変動計算書
 

ÖÖ  
  ║  

   

  

 
 

 

​
”

 

⇔

₯

 

 

  

​

”

 

 

 

​ ”  
 

 

Ö
Ö

 

 

                
                

 ”                 
”                 

                
” ᾿                 

ÖÖÖÖÖ                

” ”

( ) 

               

                
                

 
”B/S ר ” ” ” ₀ ‚  (  (ר59 ש435
 ᾿ ”‹‚⁭⁯  ―΅‍ ” ” ” Ό (
” ᾿ ᾿ ᾿ ) ‍‍‼᾿ ” ” ₀ ‚

 ⁴ Ό  ―Ὼ‍ 
 ש
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株主資本等変動計算書に関する会計基準 

(1)設 定(平成 17 年 12 月 27 日 ASBJ) 
 

” • ₀ ‼⁴ ‗₀ ‗ 

⁴῀

” ” ‚ῷ῾⁴ ”ῲ‏᾿ ‗ ―᾿ ‚  

⁴ ‖Ῥ⁴ ” ” ₀  ⁴‍‼‚  ⁴‾”

‖Ῥ⁴῀

(2) 
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．自己株式の会計 

” ‚–΅― G02 ᾿ ” Ό ⁸⁵‍Ό G07

” ‚ ‒― 自̓己株式を取得できる場合₀ ”‗ῷ⁯  ⁵‍῀

'ת ‗” (‚⁭⁯᾿ ₀₦≥₈ ⁵‟ ‚ ‖Ὼ⁴

 ‗‗’‒‍῀

ר ” ‚

⁭⁴

״ ” ⁯

ᴀ Ὼ‚ῷ῾⁴ ⁯

ש ” ᴁ ” ” ” ₀ ⁯ ῾⁴

③総会決議にもとづく取得 

װ ”

‚​” Ό  ⁴ ”

ᴂ ‚  ―  ⁴ Ὸ⁮”

ױ ”

ײ ‚  ⁴ ‚‾

”

ᴃ ‚  ―  ⁴ Ὸ⁮

‗—ῼ

׳ ” ⁯

” ”

ᴄ ‖ ‼⁴ ' (

(1)自己株式(トヨタ自動車にとって、トヨタ自動車株式)は財産か、何なのか 
 

⅍≢₿ ” „ ‚‗‒― ΌῬ⁴ ‖Ῥ⁴῀ Ὸ ᾿⅍≢

₿ Ό ⁮  ⁴ ᾿ Ὸ‚ „Ῥ⁴Ό᾿ „ Ὸ‗΅

ῲ‗ B/S” ‚„   ( ‖„’΅) „  ’΅ ‗‚

’‒―΅⁴῀ ‾ ₀ „₳⌠‗ ⁴ ‗‚’‒―΅⁴  ͂
 ” ᾿ ” „ ‗ ―  ⁴῀ ‚‗‒―

„∕╒₨№⅍Ὸ⁮” ‗ ‚∕╒₨№⅍‭” ” (
” )ΌῬ⁴῀ 

 

(2)自己株式の取得 

” „᾿ ” ‖Ῥ⁯᾿ ”  ' (‗

” ” ‗ ⁴ ‗Ό‖Ὼ⁴῀

 1,000   1,000 

(3)自己株式の処分 

 ―΅⁴ ” „᾿ ‚ ” ‏⁸’ ᾿

” ‗ ⁴ ‗Ό‖Ὼ⁴῀

 1,200   1,000 ( ) 
  ​”  200 ( ) 

 700   1,000 
​”  300   
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(4)自己株式の消却 

​”  1,000   1,000 
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‚ῷ῾⁴ ” ║

•

' ’ ῴ (

” Ό  ‍ „᾿ ₀‾‒―

” ” Ὸ⁮  ⁴῀

' ” ₀ ‗” ” ‗ ῴ―

΅⁴῀(

‚  ⁴

”

” ”ῲ‏ ” ‚  ᾿

” Ὸ⁮ ‚  ⁴ ‖  ⁴῀

” ” ‚ ῲ „᾿ ₀

  ⁴῀

᾿ „ ​̓”

” ‗ ―  ⁴῀

”∕ₐ⅓₰ Ό  ⁵’΅

 ‗Ὸ⁮᾿ Ό∕ₐ⅓₰‗’⁴ ‚„᾿

Ὸ⁮  ⁴ ‗‗ ―΅⁴῀

' ‗” ” ‖Ῥ⁯᾿ ‗ ”

₀  ⁴‗ ῴ―΅⁴῀(

” ₀  ‍ ​̓” Ὸ⁮

‚  ᾿ ” ‗​”

‗₀  ⁴‾”‗  ​̓” Ὸ⁮

 Ὼ⁵’΅ ‚„ ‗  ⁴῀

' ” „᾿ ‚ ῷ⁭• 

‖‚  ‍ ” ₀   ⁴

‚ Ώ’΅‗ ῴ⁮⁵⁴(

'0( „ ” ‚⁭⁯ ‚ ‖Ὼ⁴῀

'1( ” ᾿ ” „Ῥ⁴῀

'2( ᴄ”ῲ‏ ‖  ⁴ „'1(” „’΅῀

'3( ​” ᾿ „   ᾿   ῾⁴ ‗Ό‖Ὼ⁴῀

'4( ” ‚Ῥ‍‒―„᾿ ᾿ ΅ ⁵Ὸ⁮‾ ₀ ῼ῀

'5( ” „᾿ ₀ ” Ὸ⁮ ῼ῀
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自己株式及び準備金の額の減少等に関する会計基準 
 

(1)設 定(平成 14 年 2 月 21 日 平成 18 年 8 月 11 日最終改正 ASBJ) 
 

” ₀ ‼⁴ ‗₀ ‗ ⁴῀

'0( ” ᾿ ᾿ •

'1( ᾿ • ” ”

‚–΅―„᾿Ὸ“―⁭⁯「資産」‗ ― ῲ ῴ‗「資本の控除」

‗ ― ῲ ῴΌῬ‒‍Ό᾿ ‗”資本取引‖Ῥ⁯ 「̓資本の控除」'

”  (‗ ― ῲ ῴ ‗’‒‍῀

(2)自己株式の取得及び保有 
 

ר ” ש᾿―‒⁭‚ ” ת‖ ‗” ‚⁭⁴

” Ό‖Ὼ⁴῀

ר ת ” ‚–΅―‾ ‚ ῲ῀

„ ₀‾‒―᾿ ‚ῷ΅― ” ” ”

‚ ‗ ―  ―  ⁴ ‖  ⁴῀

(3)自己株式処分差額 
 

” ” Ὸ⁮ ” ₀  ‍ ₀΅ῲ῀

” „᾿​” ‚  ⁴῀

Ό ” ' (᾿ ” ' (

(4)自己株式の消却 
 

Ό  ‍‗Ὼ‚᾿​” Ὸ⁮  ⁴῀

‚’‒‍ „᾿​” ₀ ‗ ᾿​”

Ὸ⁮  ⁴῀

(5)帳簿価額の算定 
 

”  ‗‚  ⁴῀

(6)付随費用 
 

O.K ” ‚  ⁴῀

(7)資本剰余金と利益剰余金の混同の禁止 
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(会計で)             
ר ᾿          

0 0   20 20  35 35  47  47  57  47 
    15           10 
              
Ṻ ” 35          

35 35  20  35  35 35  47  35  57  35 
           12    22 
              
ש 35‖ ” ‾           

35 35  35  20  35 35  35  47  35  57 
     15     12   22  

B/S         
 47  35    47   35   47  35   47  35   47  35 

   12      12     12     12     10 
 35  35   15   15        ṟ12  ṟ12   ṟ12  12 

                       ṟ22 
              
              
(税務で)             
ר ᾿          

 35 47   35  20   35  35  35  47  35 47 
12    12  27  12 12  12   12 10 

            10  
          
Ṻ ” 35           

47 35   20  35  35  35  47  35  57  35 
 ‹ 12   27 ‹  12  27 ‹  12   ‹  12   ‹  12 
              10 
              
ש 35‖ ” ‾           

35 35   35  35  35  35  35  35  35 35 
              
(②結 果)         

B/S         
 47  35   47  35   47  35   47  35   47  35 

   12     12     12     12     10 
 35  35   15  15        ṟ12  ṟ12   ṟ12  12 

                       ṟ22 

自己株全株取引の場合  B/S  B/S 
   47  35   47  35 
     12     12 

 ש ש ש

 ש ש ש ש

 ש ש ש

 ש ש ש ש
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財務報告に係る内部統制の評価及び監査の基準 
 

(1)設 定(平成 19 年 2 月 15 日 企業会計審議会) 
 

̈́ „᾿ ₀ ║  ⁴ ‗ ₀  ―ῷ⁯᾿

‚ ⁴ ‚–΅―„᾿​” ₀ ⁮  ​” ₀ ‚

῾―  ⁴ ‗Ό ‼⁮⁵⁴῀̈́

̈́​” ” „᾿​” Ό ‖Ῥ⁴Ὸ‘ῲῸ‚–΅―᾿

” ” ₀ ‒―΅⁴ Ό  ⁴ ‗‚⁭‒―

 ⁵⁴῀̈́
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5 Ὸ⁮  
₀ ₁‖  ―  ΅  

 
  

  90   
  

‗ ” ‚  ⁴ ” ‚ ῴ’ ΅῀ 
 ᾿ • ‗ ” Ό  ⁵

⁴ ₀ ῀΅ ’‮ 
 ‗ ” • ” ‗”

‚–΅―  ’ ΅῀ 
  
 
 

  
 ῇ Ὲ   
  

• ‗ ₀  ⁴ ‗‚⁭‒―  ⁵

⁴ ₀ 3–Ῥ ’ ΅῀ 
‚ῷ῾⁴ ” ‚–΅― ῀΅ ’‮ 

‚–Ὼ᾿ ” Ὸ⁮  ’ ΅῀ 
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  96   
  

‚  ⁴ ” ‚ ῴ’ ΅῀ 
 ” ” ‚–΅―᾿ ” ‗   ―

 ’ ΅῀ 
 ‚Ῥ―⁮⁵‍ ( )„ ‖Ῥ

⁴‗ ⁴ ῴ ” ₀ Ὼ‚ 3–Ῥ ’ ΅῀ 
 Ή ” ⁯ῌ‗΅ῲ ” ‗   ―᾿ Ό

‖Ῥ⁴‗ ⁵⁴ ₀ ‚ ῀΅ ’‮ 
  
 
 

  
 ῇ Ὲ   
  

” ” ‚–΅― ῀΅ ’‮ 
” ” ‚  ⁴ ‗ ‚–΅

― ῀΅ ’‮ 
” ” ‚  ⁴ ‗ ‚–

΅― ῀΅ ’‮ 
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  260   
  

” ” ” ‚  ⁴ ( 5 )‚
ῷ΅―᾿ ‗ Ό᾿ ‗„  ⁵― ”

‚  ⁵⁴ ‗‗’‒‍ ₀ ῀΅ ’‮ 
  
 
 

  
 ῇ Ὲ   
  

5 ‚ῷ΅―᾿ ⁵‴‖” ” ₀ ” ‚

ῴ‍ ₀ ῀΅ ’‮ 
5 ‚ —Ὼ᾿ ” ” ‚–΅―  ’ 

΅῀ 
” Ό 2”⁭ῲ‚  ⁵⁴ ‗‗’‒‍ ₀ ῀΅ ’‮ 
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  264   
  

• ” ” ‚  ⁴ ( 1 )
‚  ⁴ ” ‚ ῴ’ ΅῀ 

 ‚–΅―„᾿ ‗ ΌῬ⁴῀ ‚–΅―

 ‍ ‖᾿ 1 Ό΅ ⁵” ‚  ―΅⁴Ὸ₀

῀΅ ’‮ 
 ​” ” ₀ ῴ⁴ ₀​”

( )Ὸ⁮  ⁴ ‗” ‚–΅―  ’ ΅῀ 
  
 
 

  
 ῇ Ὲ   
  

1 ‚ —Ὼ᾿ ” • ” ‚

–΅―  ’ ΅῀ 
” • ” Ό 1”⁭ῲ‚ ⁸⁵⁴ ‗‗’‒

‍ ₀  ’ ΅῀ 
1 ‚ —Ὼ᾿ ” ” ‚–΅―

 ’ ΅῀ 
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  269   
  

• ” ” ‚  ⁴ ( 1 )
‚  ⁴ ” ‚ ῴ’ ΅῀ 

 ” ᾿ • ‚  ⁴ ר᾿„―΅–‚

‚  ⁴ ש᾿‗ ‚  ‍ „ ‚ ‼᾿

” • ” „ ” ‗ ⁴ Ό

Ῥ⁴῀ ” ₀ ‮‍ ‖᾿ 1 Ό΅ ⁵”

₀  ―΅⁴Ὸ ῀΅ ’‮ 
 Ή ‗ ₀  ―„’⁮’΅ῌ Ό ‼⁮⁵―΅

⁴ ₀ ῀΅ ’‮ 
  
 
 

  
 ῇ Ὲ   
  

” 3Ή ‗ ” ῌ” ₀  ’

 ΅῀ 
” • ” ” ‚–΅―  ’ ΅῀ 
” • ” ‚–΅― ῀΅ ’‮ 

 


